
　法政大学は1880（明治13）年、３人の若き法律
家によって創設された「東京法学社」を前身とする、
日本最古級の私立法律専門学校です。日本で初めて
キャリアデザイン学部を設置し、また私立大学として
初めて社会学部を開設するなど、「自由と進歩」の精
神のもと改革を重ねてきました。現在は15学部38
学科を擁する国内有数の総合大学へと発展しています。
　2025年４月には、外国籍として初めて、女性と
しては２人目となるダイアナ・コー総長が就任しまし
た。2030年には創立150周年を迎えますが、さら
にその先を見据えた「キャンパスグランドデザイン」
を公表。グローバル化とダイバーシティを一層推進し、
多様な背景を持つ学生や教職員を受け入れ、「自由を
生き抜く実践知」を世界に広げる挑戦を続けています。

「
自
由
と
進
歩
」「
進
取
の
気
象
」
の
も
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進

社
会
の
課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
人
材
を
育
成
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２
０
３
０
年
以
降
を
見
据
え

よ
り
包
摂
的
な
大
学
を
目
指
す

　

法
政
大
学
は
、
開
学
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
２
０
３
０
年
以
降
も
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
を
継
続
的
に
展
開
す
る
た
め
、

今
年
５
月
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
を
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
大

学
進
学
者
数
が
お
お
む
ね
予
測
可
能
な

２
０
４
０
年
代
半
ば
ま
で
を
見
据
え
、
そ

の
基
盤
と
な
る
構
想
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
教
育
環
境
を
取
り
巻
く
多
様
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
法
政
大
学
憲
章

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
を
体
現
で

き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
、
具
体
的
な

施
設
整
備
方
針
を
示
し
た
も
の
で
、「
教

育
研
究
環
境
基
盤
構
想
」
と
「
施
設
整

備
・
更
新
計
画
」
の
二
部
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
総
長
に
就
任
し
た
ダ
イ
ア

ナ
・
コ
ー
総
長
は
、「
法
政
大
学
は
、
建

学
の
精
神
で
あ
る
『
自
由
と
進
歩
』
の
下
、

多
く
の
改
革
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
法
政
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
宣
言
を
発
表
し
、
２
０
２
４
年
に
は

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
セ
ン

学
部
）、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
な
ど
、
先

端
的
な
学
部
を
次
々
と
開
設
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
学
部
を
横
断
す
る
多
様
な

学
び
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

全
学
共
通
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
科

目
は
、
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
社
会
課
題

の
解
決
に
応
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
社
会
連
携
教
育
科
目
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
科
目
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
の

３
領
域
と
、
文
理
融
合
の
学
際
的
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
ク
ー
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
学

部
公
開
科
目
で
は
、
多
く
の
学
部
が
専
門

教
育
科
目
の
一
部
を
公
開
し
て
お
り
、
そ

の
数
は
７
４
０
科
目
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま

た
、
成
績
優
秀
者
を
対
象
と
し
た
他
学
部

科
目
履
修
制
度
も
整
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
法
政
大
学
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （2）

で
す
。
所
属
学
部
・
学

科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
け
で
は
得
ら
れ
な

い
他
分
野
の
知
識
を
、
体
系
的
に
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
も
充
実
し
て
お
り
、

語
学
力
を
高
め
、
異
文
化
体
験
を
積
み
重

ね
な
が
ら
段
階
的
に
成
長
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
。
英
語
で
開
講
さ
れ
る

科
目
は
８
３
０
科
目
に
の
ぼ
り
、
短
期
語

学
研
修
制
度
や
多
彩
な
留
学
制
度
に
加
え
、

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
語
学
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
国
や
民
族
の
境
界
や
垣
根
を
超
え
て

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
地
球
規
模

の
問
題
解
決
力
を
養
い
ま
す
。
留
学
を
し

な
く
て
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ

タ
ー
）
  （1）

を
設
置
す
る
な
ど
、
多
様
性
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
と

密
接
に
関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
を
進

め
、
よ
り
包
摂
的
な
大
学
へ
と
進
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
多
様
な
背
景
や

ル
ー
ツ
を
持
つ
学
生
が
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
が
使
命
だ
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。

　

法
政
大
学
は
、
２
０
１
４
年
に
文
部
科

学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
に
採
択
さ
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
「
法
政
大
学
に
と
っ
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
は
、
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
育
む
こ
と
で
す
。
本
学
で
は
こ

れ
ま
で
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
日
本
人

学
生
の
派
遣
、
教
職
員
の
多
様
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
語
学
力
の
習
得
、

学
生
の
国
際
的
な
活
動
へ
の
参
加
な
ど
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
法
政
大
学
憲
章
や

本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
で
伝
え

て
い
る
『
社
会
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

実
践
知
』
や
『
持
続
可
能
な
地
球
社
会
の

構
築
に
貢
献
す
る
』
と
い
う
理
念
は
、
ま

さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
涵

養
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
」（
コ
ー
総
長
）

全
学
横
断
の
多
様
な
学
び
と

充
実
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　

法
政
大
学
は
、
法
学
部
や
経
済
学
部
、

文
学
部
と
い
っ
た
伝
統
的
な
学
部
に
加
え
、

近
年
で
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
や
生

命
科
学
部
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養

（1） �ダイバーシティ・エクイティ＆インク
ルージョンセンター（DEIセンター）

　法政大学は、従来の「グローバル戦略本部」
と「ダイバーシティ推進委員会」を発展的に統
合し、新たに「グローバリティ・ダイバーシ
ティ推進本部」を設置。同時に「ダイバーシ
ティ・エクイティ＆インクルージョンセンター

（DEIセンター）」を2024年４月、市ケ谷キャン
パスに開設した。性別・性自認・性的指向に関
する個別相談への対応、男女共同参画の推進な
ど、幅広い支援に取り組んでいる。

（2） サティフィケートプログラム
　現代社会の課題を学際的な観点で考察し、実
践知の形成につなげることを目的とした内容と
なっており、以下の5つのプログラムから構成
される。
▽SDGsサティフィケートプログラム
▽�アーバンデザインサティフィケートプログラ

ム（文理融合プログラム）
▽�ダイバーシティサティフィケートプログラム
▽�未来教室サティフィケートプログラム（学生

発案プログラム）
▽�カーボンニュートラル推進リーダー育成プロ

グラム

（3） ピアネット
　法政大学では、学生の視点を活かして、学生
同士が支え合う「ピア（Peer：仲間）サポート」
活動を積極的に展開してきた。それを発展させ、
学生が主体的に学生を支援する組織として設立
されたのが「ピアネット」である。学生スタッ
フが自主的に運営し、課外教養プログラムやボ
ランティアセンターでの活動など、多彩な取り
組みを行っている。

た
Ｇ
ラ
ウ
ン
ジ
で
留
学
生
と
日
本
人
学
生

が
交
流
で
き
ま
す
」（
コ
ー
総
長
）  

多
彩
な
学
問
領
域
に
わ
た
り

先
端
的
研
究
と
人
材
を
輩
出

　

法
政
大
学
に
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る

付
属
研
究
所
が
あ
り
、
多
く
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
法
科
大
学
院
の
高
須
順
一

教
授
が
最
高
裁
判
所
判
事
に
任
命
さ
れ
、

今
年
３
月
末
に
就
任
す
る
と
い
う
慶
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
理
系
分
野
の
充
実
で
す
。

理
系
学
部
で
も
多
く
の
学
生
が
学
ん
で
お

り
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
高
度
情
報
分

野
や
生
命
科
学
、
精
密
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
で
活
躍
で
き
る
優
れ
た
人
材
を
数
多
く

輩
出
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
、
植

物
医
科
学
セ
ン
タ
ー
を
発
展
さ
せ
て
植
物

医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
、
大
学

の
附
置
研
究
所
と
し
て
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
発
明

し
た
原
昌
宏
氏
が
学
士
院
賞
を
受
賞
し
、

法
政
大
学
か
ら
も
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
副
学
長
の
澤
柿
教

伸
教
授
（
専
門
：
氷
河
地
質
学
）
は
こ
れ

ま
で
に
４
回
南
極
地
域
観
測
隊
に
参
加
し
、

私
立
大
学
教
員
と
し
て
初
め
て
越
冬
隊
長

を
務
め
る
な
ど
、
先
端
研
究
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
自
分
を
見
据
え
た

き
め
細
か
い
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

大
学
生
活
は
、
将
来
の
人
生
の
礎
を
築

く
た
め
の
大
切
な
時
間
で
す
。
法
政
大
学

で
は
「
将
来
の
自
分
」
を
見
据
え
て
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
１
年
次
か
ら
受
講
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
形
成
関
連
科
目
や
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
は
じ
め
、
経
験
豊
富
な
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
選
択

式
の
個
別
相
談
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体

験
会
、
学
内
企
業
説
明
会
、
卒
業
生
に
よ

る
就
職
支
援
な
ど
、
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
講
座
や
会
計
専
門
職
講
座
、
法

職
講
座
な
ど
、
職
種
ご
と
の
特
別
講
座
も

充
実
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
４
月
時
点

で
就
職
希
望
者
の
決
定
率
は
98
・
２
％
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

法
政
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

一
緒
に
築
い
て
い
こ
う

　

法
政
大
学
で
は
、
約
２
万
９
０
０
０
人

の
学
生
が
市
ケ
谷
・
多
摩
・
小
金
井
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
で
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
各
種
奨
学
金
を

は
じ
め
と
す
る
経
済
的
支
援
に
加
え
、
人

種
・
性
別
・
宗
教
な
ど
あ
ら
ゆ
る
境
界
を

越
え
て
「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
サ

ポ
ー
ト
を
展
開
。
学
生
が
学
生
を
支
援
す
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る
「
ピ
ア
ネ
ッ
ト
  （3）

」
活
動
も
、
法
政
大

学
な
ら
で
は
の
特
色
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
、

野
球
や
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
人
気
競
技
で
優
れ
た
成
績
を

収
め
て
い
る
ほ
か
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始

め
と
す
る
女
子
選
手
の
活
躍
な
ど
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
大
会
で
も
輝
か
し
い
記

録
を
達
成
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
法
政
」
の
名

を
広
く
知
ら
し
め
て
い
ま
す
。
施
設
面
で

も
、
全
館
合
わ
せ
て
１
７
１
万
冊
の
蔵
書

を
誇
る
図
書
館
や
、
４
つ
の
専
用
寮
な
ど
、

学
び
を
支
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
総
長
は
「
法
政
大
学
ら
し
さ
と
は
、

自
由
な
発
想
や
世
間
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

な
い
姿
勢
、
決
ま
っ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に

縛
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

校
歌
で
歌
わ
れ
て
い
る
『
進
取
の
気
象
』

で
す
。
こ
う
し
た
土
壌
で
育
っ
た
卒
業
生

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
在
学
中
に
ぜ
ひ
法
政
ら
し
さ
を

発
揮
し
、
自
分
が
置
か
れ
た
環
境
の
中
で

一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学

は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。
法
政
大

学
は
、
あ
な
た
の
挑
戦
を
教
職
員
一
同
が

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
一
緒
に
法
政

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
一
段
と
活
気
づ
け
、
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
受
験
生

に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

市ケ谷キャンパス中央広場

法政大学
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